
【セミナー/ウェビナー】EUDRと森林リスクコモディティ調達の未来 (2023年7月12日)

国内の盗伐問題
～それを防ぐために求められるDDとは?
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（認定NPO法人） 国際環境NGO FoE Japan
三柴 淳一

改正CW法と日本における木材を事例としたDDの現状



EUDRセミナー (2023年7月12日)

無断伐採に係る市町村等への相談等の件数（林野庁調べ）
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（出典）林野庁の各年の結果を元に申請者作成
（注）各年の結果の期間は以下のとおり。2018年（2017年4月から2018年1月まで）、2019年（2018年1月から12月まで）、2020年
（2019年1月から12月まで）、2021年（2020年1月から12月まで）、2022年（2021年1月から12月まで）
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宮崎県内の盗伐事件:有罪判決事例
量刑罪名職業被告判決日

岩村:懲役2年6ヶ月
（執行猶予5年）
松本:懲役2年6ヶ月
（執行猶予4年）

有印私文書偽造、
及び同行使、
森林法違反（森林窃盗）

林業仲介業岩村進
松本喜代美

2018(H30)年
3月20日

懲役2年
（執行猶予4年）

森林法違反（森林窃
盗）ほう助、
有印私文書偽造

無職
（林業仲介業補助）鈴木英明2020(R2)年

1月15日

懲役3年
（執行猶予5年）

森林法違反（森林
窃盗）など林業仲介業富永悟2020(R2)年

3月4日

懲役1年
（執行猶予4年）

森林法違反（森林
窃盗）

素材生産業
（伐採業）黒木達也2020(R2)年

9月25日

懲役1年
（執行猶予3年）

森林法違反（森林
窃盗）など

無職
（元伐採業代表）中原朝男2020(R2)年

12月15日
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（出所）宮崎日日新聞、毎日新聞の紙面から※有罪判決を受けた被告名は伏せていません。
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盗伐被害者の特徴（宮崎県の例）

 盗伐被害者の会会員は165家族（2023年6月現在）

 盗伐被害者の多くが
①高齢の独り暮らしの女性
②家族は林地から離れた場所に在住（市町村外、県外）

 ③本人が聴覚障害や知的障害など何らかの障害を持つ、ま
たは家族に該当者がいる場合に該当（宮崎県盗伐被害者の会調べ）

 盗伐被害林地は「伐採された」というより「破壊された／
荒らされた」状態

– 伐採前の状態に戻すことは非常に困難。仮に可能でも高コスト
– 特に急斜面に位置する林地では、豪雨災害等発生時にその斜面のふもとに

ある民家や公的施設などが甚大な二次被害リスクにさらされている
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被害者事件簿 - FoEスタッフブログ
 宮崎県盗伐被害者の会会員の被害の様子について不定期に更新しています。
 第一回 宮崎市瓜生野ツブロケ谷（その1-2）

https://foejapan.wordpress.com/2019/07/29/miyazaki/  https://foejapan.wordpress.com/2019/09/06/miyazaki-002/

 第二回 宮崎市高岡町花見字山口（その1-2）
https://foejapan.wordpress.com/2019/10/08/miyazaki-003/  https://foejapan.wordpress.com/2019/11/18/miyazaki-004/

 第三回 宮崎市大字吉野字深坪（その1-3）
https://foejapan.wordpress.com/2019/12/25/miyazaki-005/  https://foejapan.wordpress.com/2020/01/23/miyazaki-006/ 
https://foejapan.wordpress.com/2020/03/09/miyazaki-007/

 第四回 宮崎市田野町字荷物取地乙
https://foejapan.wordpress.com/2020/04/15/miyazaki-008/

 第五回 国富町大字木脇（その1-4）
https://foejapan.wordpress.com/2020/08/31/miyazaki-009/  https://foejapan.wordpress.com/2020/09/30/miyazaki-010/ 
https://foejapan.wordpress.com/2020/10/15/miyazaki-011/  https://foejapan.wordpress.com/2021/01/15/miyazaki-012/

 第六回 えびの市大字西⾧江浦（その1-4）
https://foejapan.wordpress.com/2021/04/14/miyazaki-013/  https://foejapan.wordpress.com/2021/06/10/miyazaki-014/
https://foejapan.wordpress.com/2021/09/15/miyazaki-015/  https://foejapan.wordpress.com/2023/03/03/miyazaki-016/
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※ブログでは、被害者の方々のご意向もあり、またご了承をいただた上で、実名公表しています。
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宮崎市瓜生野ツブロケ谷 : Eさん
 被害者:Eさん（千葉県在住）
 被害面積:0.21（ha）、被害本数200本（推定）

 林業仲介業者:岩村進（被告人X）、松本喜代美（被告人Z）、I （被告人Z）、Y
 伐採業者:S社（＝宮崎県の素材生産業者D社）

 罪状:森林法違反（森林窃盗）、有印私文書偽造、行使

–
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図・表 被害地周辺概況
（出所）御田, 他（2019）. 日常活動理論を用いた盗伐発生メカ
ニズムの理解-宮崎県南部における事例. 日本森林学会誌vol.101 
No.5, pp207-213. 表1, 図3を引用

Eさんの林地
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犯行の概要（御田, 他（2019）から）

 被告人らが2015年、宮崎市近郊の山林所有者から立木販売を
持ちかけられ、近辺一帯の山林買い付けを計画

 公訴事実①Yが手紙を送るなどして連絡。地権者α氏から返
事がないためXが伐採届を偽造。α氏が立木売買に同意して
いるかのように装い，他の伐採届とともにA社に交付。
②β氏が登記されている山林の伐採届の偽造とその行使（β氏
は2008年死亡）。
③γ氏が登記されている山林の伐採届の偽造とその行使（γ氏
は1984年死亡）。

 山林の販売先A社は、範囲が狭く素材生産業者へ売却できな
いと判断。周辺の山林買い付けをYに促す→東側へ拡大。
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（出所）御田, 他（2019）. 日常活動
理論を用いた盗伐発生メカニズムの理
解-宮崎県南部における事例. 日本森林
学会誌vol.101 No.5, pp207-213. 図
2を引用

 YからA社に売却された山林は鹿児島県の素材生産業者（B社）へ売却。B社は伐採せずに当
該山林をさらに山林仲介業者（C社）を介して宮崎県の素材生産業者（D社）に売却。D社は
伐採届を宮崎市に提出し，適合通知書を得て、山林を伐採し、宮崎市内の原木市場へ出荷。

 なお鹿児島県の素材生産業者（B社）は鹿児島県林材協連、宮崎県の素材生産業者（D社）
は宮崎県素連によって認定された合法木材供給事業者である。
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偽造された伐採及び伐採後の造林届出書／受理後の適合通知書
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鹿児島県の素材生
産業者（B社）

鹿児島県の素材生
産業者（B社）

鹿児島県の素材
生産業者（B社）
鹿児島県の素材
生産業者（B社） 鹿児島県の素材

生産業者（B社）
鹿児島県の素材
生産業者（B社）

故人の署名・捺印
（有印私文書偽造）
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宛先に届くはずのない適合通知書
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故人の署名・捺印
（有印私文書偽造）
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偽造された伐採及び伐採後の造林届出書（伐採届）
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宮崎県の素材生産
業者（D社）

宮崎県の素材生産
業者（D社）宮崎県の素材生産

業者（D社）
宮崎県の素材生産

業者（D社）
宮崎県の素材生産

業者（D社）
宮崎県の素材生産

業者（D社） 故人の署名・捺印
（有印私文書偽造）
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民事裁判で新たに確認された証拠書類
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故人の署名・捺印
（有印私文書偽造）

宮崎県の素材生産
業者（B社）

宮崎県の素材生産
業者（B社）

山林仲介業者（C社）山林仲介業者（C社）

山林仲介業者
（C社）

山林仲介業者
（C社）
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民事判決「故意によるものであることを疑わせる」
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 原告:Tさん
（東京豊島区在住）

 被告:佐藤産業
（本社・宮崎県国富町）

出所:新聞赤旗、2023年6月23日紙面

犯行の常習性が犯行の常習性が
証明された
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盗伐材の調達を避けるために
求められるDDとは?

13



EUDRセミナー (2023年7月12日)

伐採および伐採後の造林の届出等の制度
 森林所有者などが森林の立木を伐採する場合、事前に伐採及び伐採後の造林の計

画の届出を行うことが義務（森林法第十条の八）。

14出所: 林野庁HP、https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/todokede/batsuzoutodokede.html

2017年4月～:伐採届伐採及び伐採後の造林の計画の届出（以下、伐採届）を
行った者は事後に市町村⾧への伐採後の造林に係る森林の状況の報告が必要

2022年4月～:伐採届を行った者は、伐採後の森林の状況の報告
と伐採後の造林に係る森林の状況の報告が必要

2023年4月～:伐採届に必要書類*1の添付が義務付け

※森林法施行規則改正（令和3（2021）年9月）

※森林法改正（平成28（2016）年5月）

※森林法施行規則改正（令和3（2021）年9月）

*1 森林の位置図・区域図、届出者の確認書類、他法令の許認可関係書類、土地の登記事項証明書等、伐採の権
原関係書類*2（届出者が土地所有者でない場合）、隣接森林との境界関係書類、市町村⾧が必要と認める書類
*2 立木の売買契約書など届出者が立木を伐採する権原を有することがわかる書類
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悪質な盗伐業者に対して効果はあるか?
 そもそも「警察には捕まらない」と考えている?

– 事実、警察は被害者の被害届を容易に受理しない。
※警察は、被害届の提出をする者があったときは、その届出にかかる事件が管轄区域の事件であるか
どうかを問わず、これを受理しなければならない（犯罪捜査規範61条）

– 民事不介入の原則、とはいうが極めて悪質な行為を看過し続けるのは本来の職責を果たしていない
 森林法違反（第197条森林窃盗）の時効は3年。これを逆手に取り、随所で時間稼ぎ?
 有印私文書偽造も厭わない。伐採・造林届のみならず契約書、領収書等の偽造もお手の物?

– 届出の窓口となる自治体職員の人員強化や能力向上などが伴わない限り、効果は期待できない
 万が一、盗伐行為が発覚した際は「ごめんなさい、間違えました」として不適当な額の示談
金で済ますことは想定内?

– 運よく警察の捜査が入ったとしても、検察が不起訴にして刑事事件として扱わない。民事であれば「
ごめんなさい、間違えました」、「仲介業者に騙されました」の主張で賠償額の減額を狙う

 巧妙に売買プロセスを複雑化させ、且つ仲介業者に介することで彼らに罪をなすりつけるこ
とを想定している。

– 有罪判決が下された5件のうち3件は仲介業者
 脱税の疑い。

– 盗伐事案では山林売買は口頭で済ませ契約書は作成せず。代金の受け渡しも現金・手渡し。領収書等
も作成しない事例も。無申告あるいは契約書がないことを良いことに「仕入れ代金水増し」による利
益圧縮で脱税は可能
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出所: 盗伐被害者への聞き取り、または彼らからの提供情報に基づく
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盗伐丸太、米国市場へ輸出?????

 ツブロケ谷事件のほか複数の盗伐事案へ関与している鹿児島県の素材生産業者（D社）は
丸太輸出事業に関与している可能性あり
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出所:「木材サプライチェーンマネジメン
トの先進的な事例調査報告書」、（一
財）日本木材総合情報センター、令和4年
3月

同じ社名

大手木材商社や国内有数の合板
メーカーなどの企業名が列挙

出所: 鹿児島県の素材生産業者（D社）のHP（2023/7/5アクセス）

合法木材事業者認定（鹿児島県林材協連）
クリーンウッド法登録（第1種＆2種）（日林協）
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木材デューディリジェンスの手順

17出所:木材デューディリジェンス・ガイダンス https://fairwood.jp/document/ddguidance/
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盗伐材を避けるDDとは?
 合法証明書類（伐採届等）の入手のみでは不十分

– 伐採届の記述内容の十分な検証による書類の法的な有効性を確認すること
– 小班レベルの伐採区域やトレーサビリティを確実にすること
– 定期的に伐採現場の視察や事業者への聞き取りを実施すること

足を運ぶことが難しければ既存のモニタリングツールを活用

– 業界内にとどまらない複数のソースから様々な情報を入手し、判断の参考にすること

 取引事業者＆サプライチェーンのリスクを適切に評価すること
– シンプルなサプライチェーンほどリスクは低く、関与する事業者が多い＆流通経路が

複雑なほどリスクは高くなる傾向にある
– サプライチェーンに関与する事業者が信頼するに値するか否かを判断するのは購入者

の責任
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国際環境NGO FoE Japan (エフ・オー・イー ジャパン)
三柴 淳一 理事／森林担当

Tel: 03-6909-5983 / mishiba@foejapan.org


